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関数を用いて、数量の変化を表現することの有 第１節 ２次関数とグラフ

指 用性を認識させる。また、２次関数のグラフの特 指 １ 関数とグラフ････････････３時間

導 徴や平行移動の意味を理解させ、グラフを用いて 導 ２ ２次関数のグラフ････････７時間

目 関数の最大値・最小値を求めることができるよう 計 （本時はその７時間目）

標 にさせる。 画 ３ ２次関数の最大と最小････５時間

４ ２次関数の決定･･････････２時間

本時の指導
主 題 グラフの平行移動・対称移動

予習課題 教科書 P.71 ～ P.74 を予習しておく。

目 １ 平行移動および対称移動をさせたグラフは置き換えで求まることを理解させる。

標 ２ 練習問題を解かせ、任意の点の移動による解法を活用できるようにさせる。

学 習 活 動 時間 指 導 上 の 留 意 事 項 評価の観点・資料等

導 前時の復習と本時の学習内容を確認 ５ ・ 前時の確認をさせる。 ・ 前時の内容が定着してい

本 入 する。 るか。〈 知識・理解 〉

１ 身近な移動について考える。 ３ ・ 積極的に参加できている

時 か。〈関心・意欲・態度〉

２ 任意の点の移動で平行移動を捉え １０ ・ 平行移動のポイントは各 ・ 点の移動から全体の移動

展 る。 点の移動に注目するところ をイメージできたか。

の にあることを理解させる。 〈数学的な見方や考え方〉

・ どの２次関数でも使える

ことを理解させる。

指 ３ 練習問題を解く。 １０ ・ ｘをｘ－ｐ、ｙをｙ－ｑ ・ 言葉や記号を用いて、正

（練習 15 を解く） で置き換えることを確認さ しく解答ができているか。

せる。 〈表現・処理〉

導

開 ４ 対称移動について考える。 ５ ・ 平行移動と同じ考え方で ・ 点の移動から全体の移動

（例 12 を解説する） あることを理解させる。 をイメージできたか。

過 〈数学的な見方や考え方〉

５ 練習問題を解く。 ５ ・ 素早く解けたか。

（問 5，練習 16 を解く） 〈知識・理解〉

程 ６ プリントを用いて発展問題を解 １０ ・ 文字の入っている問題、 ・ 既習事項の組合せで解け

く。 平行移動と対称移動の融 ることを理解できたか。

合問題を解かせる。 〈数学的な見方や考え方〉

整 １ 本時のまとめをする。 ２ ・ 要点を整理させる。 ・ 本時の内容を理解できた

理 ２ 次時の学習内容を確認する。 ・ １次関数について考えさ か。〈知識・理解〉

せる。
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